
静岡県伊豆市では「修善寺中学校」「中伊豆中学校」「天城中学校」の3校を統合。「明日また行きたい学校、みんなの夢が育つ活力ある学校」などをコンセプトに「伊豆中学校」として、新たな歴史をスタートさせた。

バリアフリートイレには、車いす使用者、オストメイト、お子様連れなど多様な利用者に対応できる設備を完備している。男女別トイレの向かいに設置された、バリアフリートイレ。ピクトグラムは離れた場所からもわかるよう、突き出しサインも掲示している。大便器は、連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を設置。ウォシュレットのリモコンには、ボタンを押すたびに発電し、電源工事や乾電池の交換が不要なエコリモコンを採用している。職員室や保健室の近くに設置された職員用トイレ。男女別トイレの向かいには、バリアフリートイレを設置している。

伊豆市内の小中学校では初めて設置された、男女共用トイレ。これまでも多様性に対するさまざまな要望があがっていることからトライアル設置された。ピクトグラムは、校内空間に調和する温かみのある素材で作成。

トイレ入口前には、共用の洗面コーナーを配置。衛生面に配慮して、非接触で手洗いができる自動水栓を設置している。生徒用トイレ入口は、鏡を挟み両面に2種類の水栓を採用した廊下の手洗いコーナーの背面にレイアウトされている。廊下の手洗いコーナーには、手動の横水栓を設置。背面の洗面コーナーには自動水栓が設置されており、使いたい方を選べるように仕様を変えている。「しっかり手洗いに対応できる深くて大きなボウルが欲しい！」という現場スタッフからの要望で、スタッフ用手洗器を設置。衛生的な手洗いに必要な動作空間が確保されており、水はねの低減効果も期待できる。

大便器は、床の清掃性がよく、連続洗浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を採用。手前の大便器ブースは空間を広めに確保し、引戸の採用や、L型手すりを設置したバリアフリー仕様となっている。男女共用トイレには、大便器ブース4ヶ所と、共用の洗面コーナーを設置。プライバシー配慮として、大便器ブースの間仕切りを天井まで立ち上げている。
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1F 男女共用トイレ 男女共用トイレには、大便器ブース4ヶ
所と、共用の洗面コーナーを設置。プ
ライバシー配慮として、大便器ブース
の間仕切りを天井まで立ち上げてい
る。

1F 男女共用トイレ 大便器は、床の清掃性がよく、連続洗
浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュ
タンク式を採用。手前の大便器ブース
は空間を広めに確保し、引戸の採用
や、L型手すりを設置したバリアフリー
仕様となっている。

1F 給食配膳室 「しっかり手洗いに対応できる深くて大
きなボウルが欲しい！」という現場スタッ
フからの要望で、スタッフ用手洗器を
設置。衛生的な手洗いに必要な動作
空間が確保されており、水はねの低
減効果も期待できる。

2F 廊下 
手洗いコーナー

廊下の手洗いコーナーには、手動の
横水栓を設置。背面の洗面コーナー
には自動水栓が設置されており、使い
たい方を選べるように仕様を変えてい
る。

2F 生徒用トイレ 入口 生徒用トイレ入口は、鏡を挟み両面に
2種類の水栓を採用した廊下の手洗
いコーナーの背面にレイアウトされて
いる。

2F 生徒用トイレ 
洗面コーナー

トイレ入口前には、共用の洗面コー
ナーを配置。衛生面に配慮して、非接
触で手洗いができる自動水栓を設置
している。

1F 男女共用トイレ 伊豆市内の小中学校では初めて設
置された、男女共用トイレ。これまでも
多様性に対するさまざまな要望があ
がっていることからトライアル設置され
た。ピクトグラムは、校内空間に調和す
る温かみのある素材で作成。

1F 職員用トイレ 入口 職員室や保健室の近くに設置された
職員用トイレ。男女別トイレの向かいに
は、バリアフリートイレを設置している。

1F 職員用トイレ 
大便器ブース

大便器は、連続洗浄可能なパブリック
コンパクト便器・フラッシュタンク式を設
置。ウォシュレットのリモコンには、ボタン
を押すたびに発電し、電源工事や乾
電池の交換が不要なエコリモコンを
採用している。

1F バリアフリートイレ 
入口

男女別トイレの向かいに設置された、
バリアフリートイレ。ピクトグラムは離れ
た場所からもわかるよう、突き出しサイ
ンも掲示している。

1F バリアフリートイレ バリアフリートイレには、車いす使用
者、オストメイト、お子様連れなど多様
な利用者に対応できる設備を完備し
ている。

外観 静岡県伊豆市では「修善寺中学校」
「中伊豆中学校」「天城中学校」の3
校を統合。「明日また行きたい学校、み
んなの夢が育つ活力ある学校」など
をコンセプトに「伊豆中学校」として、
新たな歴史をスタートさせた。
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建築概要
名称 伊豆市立伊豆中学校
所在地 静岡県伊豆市日向430
施主 伊豆市
設計 株式会社石本建築事務所
施工 木内・山本・中豆特定建設工事共同企業体
竣工年月 2025年1月
敷地面積 37,817㎡
建築面積 6,642㎡
延床面積 10,133㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上2階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CSN
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498B系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524AY
棚付二連紙巻器：YH702
自動洗浄小便器：UFS900R
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
壁掛ハイバック洗面器：LSA125系
台付自動水栓：TLE28SS1A
コンパクトオストメイトパック：UAS81L*B*NW
ベビーシート：YKA25系
ベビーチェア：YKA15系
スタッフ用手洗器：LSE850系

水まわりの特長
建物の特徴
4町が合併し誕生した伊豆市では、今後の児童生徒数の推移や、学校編成の状況、担任制や部活動の現状を考慮し「第2次伊豆市学校再編計画」を策定。2018（平成30）年に、老朽化の問題を抱え、距離が比較的近い修善寺、中伊豆、天城の3つの中学校を統合する構想をスタートさせた。このたび統合された3つの中学校校舎はいずれも、トイレや設備の老朽化が進んでいたことから、よりよい教育環境を実現し、豊かな自然の中で多様な子どもたちの個性が伸び伸びと育つよう、新中学校を建設する運びとなった。山に囲まれた修善寺駅に近い、狩野川沿いの場所に立地。「明日また行きたい学校、みんなの夢が育つ活力ある学校」などをコンセプトに、「伊豆中学校」として、新たな歴史をスタートさせた。

水まわりの特長
トイレは多様性に配慮し、時代にあったきれいで清潔な空間づくりがモットーとされた。清掃性に配慮し、ウォシュレットを設置した壁掛大便器セット・フラッシュタンク式をメインに採用。小便器も同様に壁掛型とし、足元には尿の飛散によるにおいや汚れを軽減する、ハイドロセラ・フロアPUを設置し清掃性を向上させている。また、多様性配慮として、バリアフリートイレとは別に、男女共用トイレを伊豆市として初めてトライアル設置。大便器ブースの間仕切り壁を天井まで立ち上げ、プライバシーにも配慮された仕様としている。洗面コーナーには、衛生面に配慮して、非接触で手洗いができる自動水栓を設置するなど、「伊豆中学校」のコンセプトにふさわしい、さまざまな配慮が施されたトイレが完成した。

女子更衣室は、女子トイレ入口横に配置されている。小便器は、床の清掃性や節水性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器を採用。さらに、小便器の足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ・フロアPUを設置し、清掃性を向上させている。

男女各トイレ内にも、手すり付きの洗面コーナーを設置。女子トイレには、防犯面に配慮して、洗面コーナーに呼出ボタンを設置している。 生徒用トイレの大便器も、清掃性に考慮して壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を採用。さらに、時代背景を踏まえ、校内のすべての便器にウォシュレットを設置している。

伊豆産の木材を使用したアルコーブスペースを、特別支援学級の近くに設置。障がいを持つ生徒のクールダウンや、生徒たちのコミュニケーションの場として使用されることを想定している。特別支援学級の教室の近くには、男女別トイレ、アルコーブスペース、手洗いコーナーがレイアウトされている。

伊豆産のヒノキを随所に採用した温もりあふれる校舎。教室内にとどまらないさまざまな学びの形に対応できるよう、家具は極力可動式のものを採用。伊豆市とゆかりある小説家・井上靖の名言が壁面を飾っている。
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内観 伊豆産のヒノキを随所に採用した温も
りあふれる校舎。教室内にとどまらな
いさまざまな学びの形に対応できるよ
う、家具は極力可動式のものを採用。
伊豆市とゆかりある小説家・井上靖の
名言が壁面を飾っている。

2F 特別支援学級 特別支援学級の教室の近くには、男
女別トイレ、アルコーブスペース、手洗
いコーナーがレイアウトされている。

2F アルコーブスペース 伊豆産の木材を使用したアルコーブ
スペースを、特別支援学級の近くに設
置。障がいを持つ生徒のクールダウン
や、生徒たちのコミュニケーションの場
として使用されることを想定している。

2F 生徒用トイレ図面

2F 女子トイレ 
大便器ブース

生徒用トイレの大便器も、清掃性に考
慮して壁掛大便器セット・フラッシュタン
ク式を採用。さらに、時代背景を踏ま
え、校内のすべての便器にウォシュレッ
トを設置している。

2F 女子トイレ 
洗面コーナー

男女各トイレ内にも、手すり付きの洗面
コーナーを設置。女子トイレには、防犯
面に配慮して、洗面コーナーに呼出ボ
タンを設置している。

2F 男子トイレ 
小便器コーナー

小便器は、床の清掃性や節水性に優
れた壁掛型の自動洗浄小便器を採
用。さらに、小便器の足元には、尿の
飛散によるにおいや汚れを軽減する
ハイドロセラ・フロアPUを設置し、清掃
性を向上させている。

2F 女子更衣室 女子更衣室は、女子トイレ入口横に配
置されている。

1F 男女共用トイレ図面

水まわりの特長
建物の特徴
4町が合併し誕生した伊豆市では、今後の児童生徒数の推移や、学校編成の状
況、担任制や部活動の現状を考慮し「第2次伊豆市学校再編計画」を策定。2018

（平成30）年に、老朽化の問題を抱え、距離が比較的近い修善寺、中伊豆、天城
の3つの中学校を統合する構想をスタートさせた。このたび統合された3つの中学
校校舎はいずれも、トイレや設備の老朽化が進んでいたことから、よりよい教育環
境を実現し、豊かな自然の中で多様な子どもたちの個性が伸び伸びと育つよう、
新中学校を建設する運びとなった。山に囲まれた修善寺駅に近い、狩野川沿いの
場所に立地。「明日また行きたい学校、みんなの夢が育つ活力ある学校」などをコ
ンセプトに、「伊豆中学校」として、新たな歴史をスタートさせた。

水まわりの特長
トイレは多様性に配慮し、時代にあったきれいで清潔な空間づくりがモットーとされ
た。清掃性に配慮し、ウォシュレットを設置した壁掛大便器セット・フラッシュタンク式
をメインに採用。小便器も同様に壁掛型とし、足元には尿の飛散によるにおいや汚
れを軽減する、ハイドロセラ・フロアPUを設置し清掃性を向上させている。また、多
様性配慮として、バリアフリートイレとは別に、男女共用トイレを伊豆市として初めて
トライアル設置。大便器ブースの間仕切り壁を天井まで立ち上げ、プライバシーに
も配慮された仕様としている。洗面コーナーには、衛生面に配慮して、非接触で手
洗いができる自動水栓を設置するなど、「伊豆中学校」のコンセプトにふさわしい、
さまざまな配慮が施されたトイレが完成した。

建築概要
名称 伊豆市立伊豆中学校
所在地 静岡県伊豆市日向430
施主 伊豆市
設計 株式会社石本建築事務所
施工 木内・山本・中豆特定建設工事共同企業体
竣工年月 2025年1月
敷地面積 37,817㎡
建築面積 6,642㎡
延床面積 10,133㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上2階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CSN
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498B系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524AY
棚付二連紙巻器：YH702
自動洗浄小便器：UFS900R
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
壁掛ハイバック洗面器：LSA125系
台付自動水栓：TLE28SS1A
コンパクトオストメイトパック：UAS81L*B*NW
ベビーシート：YKA25系
ベビーチェア：YKA15系
スタッフ用手洗器：LSE850系
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